



Research on problems on implementation of gymnastics in school physical education
― Through an interview survey to middle school physical education teachers ―
Abstract：In this research, we conducted an interview survey on 6 junior high school health and 
physical education teachers in Okayama prefecture in order to clarify the implementation status of 
the apparatus gymnastics in junior high school. The interview contents described was loaded into 
free software KHCoder (2059 total number of data), text mining was carried out. As a result of the 
analysis, mat exercise and vaulting box exercise were implemented at many junior high schools, but 
the balance beam exercise and the horizontal bar exercise were not implemented. Then, as a result 
of analysis by text mining about the problem on the implementation of the apparatus gymnastics, it 
emerged as 4viewpoints emerged. 
1. Safety aspects   2. Presentation technique   3. Decrease in physical strength of students
4. Teaching techniques
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中学校名 対象人数 学年 マット
1年生 10時間 M.W 
A中学校 35~37名 2年生
3年生 10時間 MW▲
1年生 2時間 M.W 
B中学校 20~22名 2年生 2時間 M.W 




1年生 7時間 M.W 
D中学校 20~22名 2年生
3年生 7時間 MW▲
1年生 6時間 M.W 
E中学校 30~33名 2年生 8時間 M.W 
3年生 8時間 M.W 
1年生 2時間 MW△
F中学校 25~27名 2年生 2時間 MW△
3年生 2時間 MW△
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学校名 開脚 開脚伸身 閉脚 屈伸 台上 首はね 頭はね 前方倒立 側方倒立 （横跳び）跳び 跳び 跳び 跳び 前転 跳び 跳び 阿転跳び 同転跳び
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Ⅳ．まとめ
　本研究では，学校体育現場における器械運動授業の
充実化を図るための基礎的資料として，岡山県の中学
校６校における器械運動の実施状況と実施上の問題点
について調査を行った。
　まず，実施状況については，マットに関しては６校
全てで実施されているのに対し，跳び箱は３校，鉄棒
と平均台に関しては０校という結果となった。その背
景には，「器具・設備」，「安全面」，「準備に掛かる手
間と時間」，「指導方法」といった様々な要因が関連し
ている事が明らかになった。
　次に，マットの実施技については，「前転」，「開脚
前転」，「倒立前転」，「後転」，「開脚後転」，「側方倒立
回転」などは多く実施されていた。しかし，「伸膝前
転」や「後転倒立」などは基本技の延長であるにも関
わらず積極的に実施されておらず，その理由として，
技の習得に必要となる基本技における技術の伝達不足
が考えられた。また，バランス技については，調査対
象中学校では実施されていなかった。
　跳び箱の実施技は，「開脚跳び」，「閉脚跳び」，「台
上前転」などの小学校学習指導要領にも記載されてい
る基本技は多く実施されており，「前方倒立回転跳び」
は，器械運動を得意とする一部の生徒のみが挑戦でき
る技として提示されていた。また，「開脚伸身跳び」，
「屈伸跳び」，「側方倒立回転跳び」，「横跳び」につい
ては，調査対象中学校では実施されていなかった。
　器械運動の授業において抱える問題点や困難だと感
じる点についてテキストマイニングにより分析した
ところ，『安全面』，『技の提示方法』，『生徒の体力低
下』，『指導方法』など４つの観点が浮かび上がった。
また，共起ネットワークによる分析結果では，『生徒
の体力低下』と『指導方法』には強い関連が認められ
た。
　これら２つの分析結果から，今日の生徒の体力低下
が器械運動の授業の困難さを引き起こしているため，
技の提示方法をより解りやすくし，幇助方法も含めた
より安全な指導方法の構築が指導現場に求められてい
ることが明らかになった。
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